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太陽風・磁気圏・オーロラ

一一風がl次けば桶屋がもうかる話一一←

宇宙科学研究所向井利典

研究桁介というと，ハレー探査の成果について

内くのが私にとって本子かもしれない。 Mといっ

ても. 76 1f.にー伎のチャンスを与えられて「すい

せい」のプラズ7観iJ!lJ を担当し，可II鮒i も含めて数

年間にわたって没頭していたのだから。しかし.

ハレー皆jIl については ISA S ニュースでも何度か

とリトげられてきた L. 特集号もあったので，こ

こて。は現在i\'l 1nii を進めているEXOS-DやGEOTA

ILの百Ii を許きたい。

阪地の夜'今で，ある時は利々ししそしてまた，

ある l時は荒々しく乱舞するオーロラは Iii来多く

の自然科学者の関心、の的であった。筆者 I~ 身 r き

ょっこっ」術』ずのデータ受似のためにカナダのチ

ャーチ Jレに滞在したときに見たオーロラの様干は

今だに険の奥に呼んでくるようである。このオー

ロラの謎に挑むのが|量|際協力で進められている 1

STP衛星計画(図 1 )である。

杭者の'I'には、 「謎といっても.今まで随分と

地上観測や衛星観測があるのだから.もつかなり

わかってきたのではないか? J あるいは「何ltt，

こんなに多くの I射ll~ が. しかもオーロラとは|基11品

なさそうな所で観測しなければいけ主いのかヲ J

と思われる方もおられるだろ 7 。雌かに最近20年

|自lの衛}14 観測と現代プラズ7物思!学の進以によっ

て佑段にわかってきたといえるかもしれない。そ

れによると，オ ロラをめぐるストーリーは大体

次のようになる。

大半の地球物理的自然現象がそうであるように.

オ ロラを発光させるエネノレギーの減は太陽であ

る。太陽からは~大なエ不 Jレギーの光の他にコ

ロナから絶え!日l なく溢れ出るプラズ-:?iJkがある。

このプラズマittは太陽胤と呼は同れるように秒速数

子ikrn という尚述の流れて太陽磁場町磁力総を引

き延ばして一緒に五Ifんでくる。この太陽風のエネ

ルギーが峨気圏内でおこっているさまざまなプラ

ズ7物則的現象を引き起こす。その集大成がオー

ロラ?五千と〈よって磁力総に沿って極域に降リ庄が

れ大気中の!息子や分イを発光させてエネルギーを

ilJ1そしているのである。まず，太陽風は地球6草場

を l民られた領域に押し込めて舷気陪i を形成してい
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図2 磁気圏の構造
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図 1

る。 I也!，R'il場の磁力線のJf3は図 2 に d~すょっに、

「釦'のばりの吹き ilk Lj のような格好になってい

るが，地球l山Iffの{長嶋;が大体ダイポーノレと J!l:似で

きることを考えると随分説んだ形状であり.太陽

風から磁場エネ Jレ耳ーとしてエネルギーを'立取っ

て lrl.えていることになる。また-Jj ， 太陽風と地

球の磁場の相対王E動によって発屯機の原理で起屯

J) が発生 L ，磁気悶の帥lサイドには数ーHV という

屯{立差がある。これらのエネルギー.圧力によっ

てプラズ"7;/ートが形成されプラズ7のグローパ

/レな大規校刈 ifit を引き起こしているとJjえられて

いる。オーロラ 1ι了の jIJ;(は 7 ラズマンー卜である

が.ただ引にそのまま極械の卜府大欠に/品ちてく

る訳ではなさそうである。まず第ーにあ

のダイナミ， 7 なオーロラの副Jきを説明

していないし，エネルギーも 7 ラ y クス

b Jt リな L 、。オ ロラの中でも 7-7~k

に特に All るい部分はプラズ"7'/ートの耐

」じのそ立界に相当している句しい。その境

界の総J)線をずっと辿っていった所に火

誌のイグナイターがあってそこで火が付

けられているのに追いないと巧えるのが

"I 然であろう。そのイグナイターに相dl

するのが般1)線の再結合i品位!というのが

f)IA証の蚊有力候補で，わが凶出教j;<: が御執心

である。その火州のもとは勿論太陽胤である。

太陽担l~磁場の JJ (O'j とオーロラのiJf;]liJJJ.止の mlに

はーl昨 n，nn.肢の II寺 IHJ i!:lれで良い杵1 1J!1があり可

般公凶境保てFの磁力線PH;';合過位が.ここで

もまた.太陽風か句磁気附へのエネルギー持

入に効いていると巧えられている。もう l ヶ

所オーロラ屯チの力II~に承裂な領域が，先41

通り過ぎていったオーロラ発光層のすぐ」一.

といってむ数 r-一万~mの所て'ある。 7 ラズ

?の導1正時'は J、つう俄1) ~ Ii"')に rr:j <.的1J

M~は号泣{立になっているが.この官iJ戒では以

'l:l; に抵抗が日7i くなって rli1~'I-U.的定場が発ゴ L ，

オーロラmr の段後のエネルギ上11 を jll っ

ているらしいのである。その沿U主力紙lqよ場の

発生の鎚をJk!.っているのが総力線に沿って流

れている ~~Atで，そのもとは磁気凶の両サイドの

IHJにかかっている 'iICJ.上であると布えられている。

このように巧えてみると.オーロラの縫は解け

たかに旦〔えるが，if，としてそうでは主いのである。

附かに，個々のぷj£lj1一一 7 ラズマ物J!l'H)エネル

ギ一変換プロセスの理解は計算機ンミュレーンヨ

ンの力を借りて絡I止に if主挺してきた L ， i:filJ!.デ

7 をよく説昨 lできるようになってきたが.観測デ

ータはいずれら傍証であって，これらの議 i品位の

現場を直接おさえたものはや， r一つ無いのて'ある。

世間々の素j£lJ'，:は干 I111 にの機的に|県 Jj !Jiしているはず

であるが.今までの観測はほとんどが中ーのlQ， i早

観測，せいぜい 2 つの Uli Jl~ あるいは地上1iII. i川との

1£~1f~'安傘、、
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組み合わせてeあった。例々の観ilill データも村Jjt •

分解能. 1J頼性が十分とはいえない。そこで.今

までの話で車要と思われる所で一段と li'l Iてした観

測を同時に行おうとするのが，図 l にす、す1STP

衛星群百|函であり，宇宙研の担当する EXOS-D と

GEOTAILは J·. ;il己のエネルギ変換プロセスの松

重要ポイントをおさえようとしている@

私自身の直接的役割はプラズ?の佐賀を調べる

低エネルギー純子HilIll である。総気圏ではエオ、ノレ

ギー緩和が十分に終らないうちに次々とエネルギ

ーのtl:人と消費が行われている。そのため，粒 f

のエネルギ一分布は定常的な半衡状態を荘、すマク

スウェノレ分，(Iiからはずれていることがしばしば起

ζ っている。従ってその分イIi関数を 3 次元的に測

定することがプラズ?の性質を知る為に本質的で

ある。しかも，エネノレギ一変換が起こっていると

考えられる領域は磁気凶科書1\の境界であるので，

雨時H-Il分解能が袈求される。また，イオンの飢JJj

も太陽M\起渇!の7・ロトンやアルファ粒 f のみなら

ず，地球起i品lの 1Ti粒子も入っていて，エネルギ一

変換泊料に彬寺中している可能刊がある。これらの

山に附して従来の1lJI ililJはー|分とはいえなかったの

で. ~J札を欠いているようなものであった。 EXOS

-DやGEOTAILでは十二分ではないとしても. f;是

フkに比べてかなりの質的 ri，Jjがよ|られているので.

大いに WI待してよいと思う。

話がJI~，;:が，この原稿をfEいているつい数日 ilii.

r-r. 、せいJ が地球から見て太陽の Ill) う胆II に隠れ

るという而l向い与があった。このτ，';は勿 J布軌道計

n でわかっていて， IE波科学のグループと河仏教

授のグループは則立問主IJにこのオカルテーション

時のI正法1ム怖のデータをとる椴備を進めていた。

結採ーは ISAS ニュース本号で発表されている(次ペ

ージ)が‘曲iuかった事はテレメータの屯披がコロ

ナのプラズマて'散乱されて太陽半径の10倍以内で

は PC Mj恒調 2;;:がロ， 7 しなくなったことである。

例の一週na? イ? の件で通肘卜ちょっとあわて

たが. -}jまた，この太陽風の似のコロナのプラ

ズ?を l立接見てみたいという思いにとりつかれ始

めた。常識的に与えて，軌の倒見11 とかエネノレギ-

iJ忠の Pdl魁(多分.太陽t丘地は裕けて使い物になら

ないだろう)とか.その他1m々の技術的 IHJ足jがあ

ってそう milj!て'はないとは店、うが.悩似技術への

挑戦として J~'; を収実にしたいものである。

(むかい・としふみ)

お知らせ店店東*-車車車京車車***車東南京南南東東南東京コ昌三J

合外国人研究員の受入れ v

聖人れ研究血圧名 国籍 研究標題 期間

Hobert Seymour H学雨量 6l.5.7
、"'orwick 連合正閏 ASTRO-C 1

(レスタ 大学 による X線大 62.6.G

拘珂学駐車.A師) 体物理学
62. 7.2 。

62.12.20

JeanHebbSwank アメリカ 科学商量 62.6.2
(~ASA ゴダードド出 合員R同 ASTRO-C
飛行センター研究 による X韓天 62.12.211
日) 体物理q-

日開 l野辺ガ熱く怠る 完成真近の A棟一一
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第2図太陽プラズマによる「すいせl，\J から

の電波のスベクトルのひろガり
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周遊債のひる 11 り加。

第 1 図 rすいせい」の軌道

一一 _~*r すいせい J太陽オカルテーション観測 速報ーー

例目以引 I 7 月初めから行われてきた惑星探先

門事情 H
.....~J 機「すいせい J を附いたわが国初めて

の太陽オカルテーション時における*波科プ'尖験

は J~i 誠にすすみ、 rすいせい J は H 本時 nil 7 月 18 日

午前 5 時20 分から 7 灯 18n 午後 6 時00 分の Itll 地球

北半球からみて太陽の門 !IJ の後を通過した(第 l

閃)。この尖験は探 fi.機からの屯波 (2.3 ギメ fヘルツ)

が太陽からのプラズ -<mc によってどのように彬科

を受けるかを調べることによって太陽プラズマ流

の太陽コロナ領域での特性を調べることを目的と

している。探1'i.機からの屯 I庄は太陽のそばを illi る

と.一般相対論と太陽プラズ 7流によって I )屯

波は 1111 がり II) fi、帰速度は遅くなり，また太陽

プラズ 71; 止め空!日 l町J. 時間 l的な乱れによってIll)

その周波数スペクトルが lよがりレベルが低下して

観測されるが.今聞の実験はこの7tL波のスベクト

/レの広がリとレベルの HI;下を計測することを主目

的として行われた。 m波のスベクト Jレの広がリの

大きさは捺有機からの氾波が太陽の近くを辿るは

ど人一きくなる。t.l\ 2 図に 7 月 6 日から，太陽の必

1聞に入る時 ij の 7 月 15 円迄円五!担 'J 討;栄を 4す。木 Il持

に近づくに従って治、 i止にスペクトルの広がりが大

きくなっていることが分かる。 kIWi に非常 lニ近く

なるとスペクトルの 11.:がりが大きくなリレベルが

低 Fするとともに太蹴からの電波雑音が大きくな

って屯披が判 ~I Jl lL> l~ なくなるが. クイ y クル， 7

の段階で探査機が完全に太陽町裏側に入る 2 目前

の 7 川 16 n(太陽小心から約2.5太陽半径)までfl1

号が確認さ tしまた j、防の*1則から出た I'" 後の 7

川 19 tI (約 177 太陽半径)て e電波の到来を雌犯し

ている。肢も太陽の近くで晶!ili'!された 7 J~ 19U で

は.ニの斗{前中 iii は 5αIII zにも』えんだ。〔スペクト Jレ

のキ値幅を従波の illi 過する位置の関数としてプロ

y 卜したものが;，j'; 3 1l< 1 である。) 7 月 9 円から lOA

にかけて一旦丘、がリが少なくなることがti: U され

る。

このデータは.これから電波研. 1! 'I [L副 fなどで

行われている太陽自身の活動の観測と合わせて更

に， if 輔i制に解析する。( i'!~，\. (,':i ~t !~\)

5 10 15
京2・nらα漏~.・""旭撃ll!号"と布る》

第3図周波紋のひろガりと太陽からの距駿の

関係
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後である

迎日の"I'Jにたたり il て. 21 日からやっと II育大，

22 1:l深伐から f立球待機状態に入ったが.地上胤が

やまない 深夜の待機が約 1 j目11\1っついてくたび

れたころ. 28日に絶灯の政foR状況をむかえた。

29~I 011.\'30 分名大空;L: ，J! の日 15-CZ を肱 f九 l'iJ 機

はほぼ 1人!の illl の I·.~~ をまっ 1 ぐ J~}I して， 111 与 IUJ

30 分後には(-山!古川主 27krn に j主して U 本 IIIIJ 受信山の

大十:U [Ii のj'(. I を辿 i邑. 11.\'i:jj，I '·)60km で一目指 I·.ili) にむ

けて JI~ ぴたって hった。

上ill) 受 (II ，L，'，'-て'受 iβ 可能に fょったのは (vJ の 6 時30

分， I·.ifl) から約 500km の ~i 止:m; 泌 K27 そであった。

その後述伎をまして，上 ifl) のやや ~th を辿過.悌

子訂正 Iいにさかのぼる。 17 時30 分可 I，南京受信点

からのコマンドを送 I) ， (Il l 似J!F.の j，'I機する耐京*

1軒60km のイi't Ifi に機械を除 T， )!'f， 'jqlll 収。降卜する

亦 (I の稀 1、傘が回収!ifからされいに比えたとのこ

と. lJl. il川は 100' 、 セン}成功であった。

(凶村純)

*日中協同大洋横断気球の実験はじまる

{表紙:与 A晶i l:J 杉山吉昭)

今年 tu をむかえて" o.jlthHij大洋償問Iの父球実

験が鹿児尚県内の前Ilにある 'j ・而竿|目J lJ/.;1Iリ所ではじ

まった。 111 年は第一l叫 II I:ぶうニとで，ぷ験n~~l

が行われ噌~£玄 m;ill) を越えて 2 機的公球が rt 'lサ!大

|性に到AMi- それぞれわ'd'1いせの奥地と太iN!の肉て"1"1

収され"j(J);をおさめた。今.11 はこの I，xJ!J をもとに

本桁的な量JUI!iJが 4 機 ;;I'lllli されている。'I'同 II聞は|

海天文台の述亦外と Itj京紫金山天文台のX線 }I~ の

量lI. i l!'J. [J本 II!IJ は '1'， 大宅屯.Ifの一般化さ主 ki と!.t!京天

文ffの恒 Jj\" n;外スヘクトル的観測て'ある。それそ'

れかなリ M"1許主装illで.たとえばtrio JI~.功、外スへ 7

トルの観，l!ilには日待30('mのごr.望i主鋭とフーリエス

ペクトロメーター)ifO'l制御はコントロールモーノ

ノトジャイロとスターセンサーで10秒iij の和伎の

川のjD. 1己出Ji，却を行っている。

7)J のtIJ ",)まず 2~H\J科学技術中心噌 I'.ifl~ )~丈 f;

の!) .?'.が来 R ，やがて総勢 12:1'，となり.このうち

10名が内の測に IH発したのは 7 片 15 n. 台風の 1('

…一一
~~助治 さよなら卓球室 j
~ b劇場〆 i
y キラギラと太陽がmi， .)つける EL むに t!i. われた ff試合をE ねて汁外試合にもそれ主リに強くな I) $

'I'(-I判では了 t在を開けた戦いのひぶたが切って必 ました。当時は独身者が~<. m; \.iの問的は{也に 1

されよフとしています。 むあ勺たようで，あちこちて 'ft: のイヒが咲きました。

ノ「は飾かな・;u.主主ですが.思い返せば]()年はど はか主 <W えたイヒむありましたがー.とにかく.

liil からしばらくそんな興布がこの卓球訟でも起ゥ これらの :H ;.f:こ がを全て拘 l っているのは自の唱をも

た線な気がします. つ~l I; R出むのです。

~!J;R i1I)としては地味主スタ トでしたが k伯メ 巡礼ばせながらの lV 存を燃やした I;i. 球主，その

ンパーの参加と共に ~~ii4'1 n が多くなり.作~i'iや縦 !~~;に liM かホロ干;ぃ否がします。(中郎防蝋)
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*エスレンジ局に感謝状贈呈

昭和59年 2) I に JJ 上げりれた U~9 り科学術H.rお

おぞら」は市極軌道fiMJj\であるので，データ取引

;止を汗lすためにスウェーデンの|ヒ極凶キルナiii に

あ石エスレンジ局にテレメータデータの受信を依

中日 L ，以来約 3 年にわたり大祉のデータを取得す

ることが州司、 W;fその U (I(J を j圭したのでfi7]J， J に

おける交(~を終 f した。

これまでのエスレノジ局的協力に士、I L ，ヰ'山附

から!\生，謝状を n~I~.i ることになり句 4<.!f. 6HI"Jιj

を訪問j した伊必教奴からへノレガ一所長に感訓状が

千泌された。(当真右)。

切除 r ぎんが」観測速報

「き'んが」佑.，肢の全大モニター荻 f8: (八 SM) は.

2)ｷ1251:1以4七観測体iIilJに入り， Wi 訓に観測を続

けています。これは，待 [11\ が一川市ムすると金x.の

、|ι 分以上の領域をモニターしてしまう法国です。

そして，.主 'iii; fl~ Jに料いている X~ 強制!をモニタ す

るばかリか，1ftに幾つかの新たな X 線~W の川副 J も

牧 11\しています。例えば，観測開始前後には. 4U

0115 -1 64 と l呼は"れている|ランジェン|ノ勺レサー

(3.6 秒間 JQJ) のフレアーア y プや，我々 が ASM

1354-64 と吋んでいるトランジェント X 線ill;[ の明光

を捕らえました。その後， 4UI630-47, AqlX-J'.j'

の助光や.それに絞< iIi' 光消滅をはっきりと十市町

えています。

この内、 ASMJ354-64 は， これまで ""7ri と知 l られ

ていないものでしたが，八 SM がその場所を正碓に

Hとめました。これを Jたにして，市アメリカにある

ESO のパ文台では，この場Jl )r に 16.9 咋 ){o) 新 J I~を

見つけています。 ASMで科たこのlJ}の X 線スベク

トノレを見ると.大変柔らかいことが判 I) ました。

どフやら. ~1本~jli;射のスベク!ノレになっているよ

うで、その1品l良:は0.8keVにむリます。これは.現

イ「ブラックホーノレと巧えられているものと阿1i似し

ています。

これまでASMはは 1:1:辿統的に，この屈の強 Jt:を

モニターしています。布閃の下図は，その光度 1111

線を.また卜灰lはこの )jl が1軒 J/ の必i立而からどの

くらい再II れていたかを不します。これは， 2 月 2S

円を Ik/.1に取り、それか句の経過日数を償制Iiに.

f宇都ti!!llll 干のエネルギ-~JIJの伯肢を縦'1411 に取ったも

のです。観測の tlfi まったt(iには約250 II クラブ(断

片1 まの強きを ill·1立にした 1;1iJ主)でしたが，次第に

り~j くなゥており、 6)Jq'll) には約 100 叶クラブ岐

でした。 II\] もなく r ざんが」の主役，大 1('川i比

WI]':I 数包に観測をノ〈トノタ y チして. 7'ランクホ

ーノレかどつかの'i-J( ~(1 をつけることになっています。

(阪大 7;IJ31 内/北本 lを )

。 1vンネJし 1-8
・ J '.J シネ Jし 8 15
'チ叩ンネル 1-16

〈

凶

)

阿

縄

1

fザ
+

b

J

W↑

釦

+

ー+
e
h

L
制
州T
L

山
市

e

-

声 J い AM+
s

.;»置恒9 四'。

×::ヒ

~!l!l!l
。 '"#' •

。

。

T古才一一一言ア古

2用2'.i臼刀らのH畝

な百 .‘。 60.0

-6 ー



宇宙工学と計算機技術

字国'科学研究所山田降弘

今同の日I~'は.手術をぶんぶん飛ひ'I叫るものの di!i

ではなし、。そういう .~·:I床では，ヰ街工'~;:において

は周辺町Jな話である。しかし.知っておいて決し

て打 iは主いIA て。ある。

それはいった L吋可の話なのかというと. '"j-:'ri iユ」

ザーにおける計算機の利川技術の市!i である。現1:1 は.

'"]-:'1巾ム学における計I)機の利用法といフと，数fl!(

日 I I)を行フために他フというのがほとんどである。

しかしいま欧米の'j リ山|主Ii品者が昌一目しているの

は，計算機にものを考えさせるという平Ilm~l，であ

る。これは，人工知fiE と呼ばれる分野に析する。

だが.人工部l能といっても，人|日|のvIii悩と I'IJ 守的

剖l能を仇するシステムを作ることは，当分のあい

だ不可能である。ところが，以う純阿を限定し.

ある特定の叩門分野に属する|問題だけをy;えさせ

るというシステムならは二ベコってペ3れないニとは

~: l-、。このよっなンステムは.エキスノ守一ト シ

ステムと!PI'三I%itている。

エキスハート システムとはIi-早 1"1'·本(エキス

ノマート)の知識をデータとして品えておき， りえ

られた条 f'l ーや '1';尖にもとずいて. -;/1; えりれた長III識

を *11み介わせながら推論をわうンステムて。ある。

エキスパート・ンステムを 7 まく利崩すれば. ~U

~il なミ'/:/ヨ/の巡片lや巨大なンステムの設計に

嬰する時 Inj と縫代をj'jllih& L. f百軒 t'r± を尚めること

が可能に〈よる。と.言葉で π うのは簡単であるが，

人 II- Ilの知識というモヤモヤしたものを百|外機で利

岡可能な!杉で記述するとい 7 のは句か〈より大変も

ことである。それに.質的良い知 1織を収集するに

は. fi{禿なエキスハートが必裂になる。また，知

識を Ni えるときに.バラバラにデータを l~i えてし

まってはいけ主い。例ぇ 1%. ンステムの投， j-r-r;i l.

J削除結栄，巡刷 l のノウハウ，不具子干の恥 UN:など

をすべて統合したデータベースを作る必裂がある。

そっしておけば，そのデータは .211 用の l祭に役に

立つばかりで主< .ユ;に新しいシステムを江主百|す

るときにも利!IIできる。

それでは. JJU ，:NASA の各センターで Ijfl 'i t され

ているンステムの仰 j を制 i介しよう。

。7ニピュレータの 1:1 動J批判ー これは、従

来.人!日 lが千動で行っていた 7ニピユレ -1 のJ批

判に人工 Xiii 止を応川 L. 問中な判断は機械にまか

せ， t'，~:j f:主な判断だけを人 m-] が行う， というもので

ある。 WI) えば r物体 X を AI 也 III よリ BI 也山に移

動せよ J と人 H\Jが桁令すれは \~tn 機がどこをど

う動かせばよいかを考え."7ニピュレ -1 を1' 1 動

的に繰刊する， ということを狙っている。この技

術は，スペ ス・ y ペトノレや 'j 凶器地における物

の組み立てや iII .iH の lui 収，あるいは . ~~X;b}.t 草it 機

が火抵のイ l を拾ってくる， という場令に利川でき

る。(.J PL. GSFC. エイムズなど)

。探究機の主 lim 言|凪 iの自動刊成 これは.

「ある探査機で令搭， I在機加 A を f!l:って xx のデー

タを取りたい」という嬰ボを入ブ Jすると，実行す

べきコマンドのンーケンスを臼動的に作ってく it

る y ステムである。 JPL て';"f1 したンステムを，

VOYAGER の五 li 附に使ってみたところ‘人 Ill] の担

当者の 101i'; かり 50fii の jill 皮で尖行できたそうであ

る。(.1 PL)

。ソ 7 トウェアの1' 1動開発 JJ1.イ i では.ヰ

'白航 1im のソフトウェアを作成する場合. :i!!H、に

刊られたソ 7 トウェアをつなぎイトわせればはとん

どできてしまう. といつことが多い。そこで. fl!1

の々プログラムをデータベースにま E録しておき.

利 )1) 者の IBS* に応じてプログラムの器 II み介わせ H

を考えるというンステムが HH 発されている。(.1 S

C)

上に紹介したシステムは.いずれもまだ試刊段

階のものである。それでは.このよ 7 な y ステム

が光成した II止には，人間は何もものを巧えなくて

よくなるのか， というとそっではむし、人|日 II 卓、

人 H\Jでなければ与えられないよフ主 j~ ，創的主こと

を弔えねばな句ないのである。やはリ人 ]Hj 繰はた

いへんなのである。(ゃまだ・たかひろ)
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A普及事t L'iL
ペレストロイカ

宇宙科学研究所田中靖郎

X線大文台は「ぎんがJ しか無い。過大な fut と

共に、時間無制限で「ぎんが」的成果を話してく

れと持ち上げりれ.而 H を施すことができたのは

幸いであった。我国の寸。宙科学が各分野のi主続性

を if(枕することで発展して米たことに対する悶際

的評価lは~活している L，独自の打ち上げ手段を

持ち，科ザ者の白主的言|函が実行出米ることの来

日百しさをあらためて術感する機会であった。

スニャエ7からの従業て二今度のソ i生の X 線，

ガン?線ポ文'字ミ y ションでは.国際科学評議会

をつくって助言をボめることになり. [iii際化への

，\)!.ぃ切った安勢が比られる。このミン ンヨンがヨミ

祝すれば我々にとって強力な競争相手となろうが，

競争と hiJ iVMは科'I の発展にとって n市な 1';(動 JJ で

あり倣迎すべきニとである。

会議の介till'こ IKIの若者数人に取凶まれ可質問攻

めに介ったの t :!t!iしい思い出である。大変Hi朴門

率直で，燃えるよ 7 主熱'0が!長じられた。彼専が

ゾ i主の 'fiti科''/を発J瓦させることは疑いない。そ

の一人にアレクセイ討がいる。彼は筆者の送，)迎

えから似合的世話まて"Iui倒を凡てくれた。お際で

イミ 1'1111 な思いをすることも無〈大いに助かった。

:1-.11i1!. シェレメチェポ空港てョアレクセイ~~に日 IJ

れを告げた後.免税店ベリオスカを覗いて見た。

店ri がいるのに .(E I単調べとかで何も売ってくれな

い.結局.ヴォトカ 本買えずに帰る破口になっ

た。ペレストロイカが微低するにはもヲ少し u刊JJ

カfかか。 J そヲて'ある。

ーヶ) j後，アレクセイ討とソフィアで再会した。

モスクワからはるばる 40時間余リの1(1ド旅行でA~

たとのこと。その彼が何とーソビエトの・スピリ

y ト を一本プレゼントしてくれたのである。

彼と一緒に長旅をして来たこの一本のボトルには

のぼのとした気分を味わった。

(たなかやすお)

5H初めのことである。 1101 知のソピエトの友人.

IKI(ソ述 'Y 'd -j 科学研究所)のスニャエ 7教授から

-ilfi のテレ y クスが送られて来た。 1992- 3 年

に新しいえベクトル引 i:M J. 2 台で X 線，ガンマ線

k文'7ーのミッションを dl 幽している。このミッシ

ョンに関する国際会議を 6HI こ IKI で聞きたいので

出席されたし、。'という内谷である。西欧からは慨

に多数のプロポーザルが寄せられているという.

追って "r ぎんが J と. 日本の将来計画を是 JI' 附l

かせてほしい J と言って来た。ハレー雪星探査に

も凡られたように， kt- 近のソ連の-r:術科学的|卦際

化には I上自すべきものがある。これまでどちらか

というと白大味 の!必を免れず|五|際交流の少かっ

たソ jill の Space astronomy にもペレス|ロイカの

i庄が及んで米たのであろうか。この動向に代々も

|主 l心を払う必要があろうといつことで急拠出かけ

ることになった。 20 年似りのモスクワ訪問である。

会議は 6 月 9 円から 12 日の附 J. IKI てf掛かれ悦汎

であった。ソ述. ~[19;は勿論のこと，凶 l吹からは

共住 lの 10 人をはじめ，ほとんど各凶が代表凶を送

り.米岡か句も 5 人が参加した。日本からは本名

一人。 X 料l，ガン 7~ 大文ザーのミ ;1:;/ ヨノが欧米

で途絶え勝ちの現状に対するいら立ちから.ソ辿

の計画への参加 lの)~Il寺が明瞭に見られる。ソ ill 側

の意気込みも大変なもので.衛星の詳細にいたる

まで公開した L. 宇宙論の大家ゼルドヴイ y 千(ス

ニャエ 7に t fわせるとゴ y ド 77 ザ )や宇官 Z

線の老雄ギンツプルグが熱弁をふるい.人工 14i ill

は ir~ 山七っているのに.こんな大'Iiな分野の 1前原

が世界中ではとんど無いとは何事かと慨映したの

が印象的であった。

西欧諸国からもいくつもの従来が披泌されたが.

基本的には「ぎんが J に続いて技々が計 l附してい

る Asu'o-D と大変似た内容のものである。ソ述に

は現在， Mil' station にド y キノグされたクヴァン

トモジューノレ(阿 l孜のいくつかの X線観測機誌が

来っている)があるものの，現在稼働中の本俗的

-8-



ー小.~戸、~

1込己誉宙 ロケット搭載アンテナ

/すー /コ
市町一〆〆〆百九トボ〆…ηア/リ

~\ /τ五円
…""IT'…〆Nロケッぷ…〆片寸ずん〆

ズコーン l人l に納め 6つれたものがあります。 l苅に η、

す地it:1 を )1) e 、た Uj( i九しアンテナ(230rv1 Jlz ，m;-"jレノ

ータ)や/ンチアンテナ(1. 6G l-l z レーダ|ラポン)

は， ロケ y ト機制Ii主 h に切れ込み(/lull) の少ない

j点射ノマターンがtぽ劫に得られることか句.斗 riIiiJf

的観測ロケ y 卜 (K-6， K-8, K-9M初期J)で用いられ

ました。税杭では.火災の;j~~:中ペヘ給l江ケーブノレ

の処珪lがロケン卜刺l.>i:門業能斗'を低下させる :JJ 的

J'Prtlから， IfIIj されていません。 fjl 1i:て日は凶に!j、

す逆I. '-i 形 (300M l-l z-900M トI z.)・プレード形

C300Mllz-2.3GHz) 反射仰や l モノポーノレ 1f;( 2

3-5.6G トI z) , ;弘法営形 (2.3GHz以 I'. )等がロケ

:/I の HHf4 に Ji 刊に判 Z リイ l けられて外 J e 、りiLています。

これらのアンテナに対する給~rl.法や f~ ドp れる )JJ.

射パタ ンは.アンテナの i史 )1) 波長 (λ) と装仙さ

tLる I) 向付メu'i t壬によってタ ff ど 4たまります。/11，， 11 本也 i圭

が 1/4λ 以下であれば 2 ポチ地中 IU;'fdL 1/4-1/2λ

では 4 素 (1')( 仙波給払 1/2-3n λ では B 素(I' )

1耐 i庄給屯 (IIH休の!日lー刊制上に等間断でアンテナ

を取り付ける)で.実用に供せられる政射ノ〈ター

ンカ、何られます。この軒~'4£i-1~は判にロケ z I がス

ピンしながら飛揖1する IIキに，古~1) をゴHili します。

-j·'·d.illf では観測ロケソトの他.枠内t 打|げ則的

M ロケ y ト (300MHz /ll')休 1(' 径約1. 5λ) に逆I.';形

8 索「のアンテナを儀岐していま i- 0 /II "J体也径が

1. 5λ以|になると.請さ一任数をIi'ドやしても機 'lidl方向

かりおよそ 15· 的問剖Ii 1Mに切込みがHi来るので.

これ以 l の多議 (1ヒヵ、出来なくなリます。その僚

主場合 2 紫 f のアンテナをme、るスイッチ/グ給

屯法(J也 I-'， J"，) に)';)して)jJ(身 J' ぐタ ンのi追いJj e乃ア

ンテナにスインチ)や， 2 叶;子のアンテナによる

レベノレが給';r;:丹、が1-，われます。これらの諜 f とし

てはシム/プノレな放射ノ、ター/で.ハターン恨形が

しゃ 4ーい反射部モノポーノレや持波:i~; Jf3 が片) ，、られ

ます。ヰ市耐fでは 13年 H;jに 11 上げた M-:1C-l り機

より. 5.6Gllz レーダトラポン問としてスイ y チン

7 ・ア/テナを終峨しています。

アンテナの放氾は可ロケ z I の升~l'jj高度70-80

kmf'tι 伎で発生しやすくなります。政屯しやすいア

ンテナとしては辺 L守 Ifムノ y チアンテナ，スリ

y トを持つプレード彬等が挙げ句れます。

また.一つのアンテナで 2 問械を共用する場介

は. その|ータノド、ワーに対して耐放Y正午、子性を 4

Ii\!.します。
-1 品川斤- Tli 川 ll:l:j

調波管 j彰戸ン， )

\一上一一

直樹留1ヨモノポール戸ンテナ

吹3汲侃し3戸つン 7ア

河附ヲ引ニ刊 ，7.'ス到lリ土川川ν仲川ト

一ム~一戸戸 ....I...一 |\ノツ f'〆Jンう?シナ

¥

ロケ:/ I には科学'ミンンヨン 1+)か句ロケントと

地」局を結ぶi且c用まで，いろいろなアンテナが

併峨されています。ここで述べるものは後者のア

ンテナ系で.ロケッ l のJι+:111 械として搭 ·1在され

ているテレメ タ必信機.レーダ|ランスポンダ.

コマンド受信機等のアンテナが該当します。これ

らの捨』版アンテナに士、l する出土庁|条 ('I は，一般的ロ

ケ y ト f品。l証機株に士 l する機械的研1岐粂1'1' (耐似助、

抽ii広 1m j車!弘背梓~n の他に.アンテナの主力

利子l と州主力加批特性の粂1'1 が)JII わります。また.

U公的には，桁定される地 I~J (中市(OJrの場合は

KSC) に対する i且ιi回線を雌保するアンテナの政

射パターン，ぷひ\大気減l王uS，に於ける耐放屯特

性等があります。

アンテナの官}J特刊については.打上げ時的判J

Jij)jill 肢が大き L、小別ロケ y 卜はど叫w:がきびしく

なります。しかし， Jllt'homl] 佐川 i~1) を持っているチ、

11 ロケ:/ I では，ほとんど山 l組になリません。ア

ンテナに I IIe 、る材料のうち絶縁材料としては，熱

に強くて. ~li:合、 (I') 特'!'I 円以い(高誘屯半で誘屯休

打l火力 f少なし、)テ 7 ロン.ボロン.セラミック警

がme 、られます。これらの絶紋付は.アンテナの

小司 'lit ゃ政射ノてターンの格形にもJtJい勺れます。

アンテナの小型化はさ E力判性を H くするばかリて

はなく， I.ム L 、祝 T i'f 'J にわたって ιJ ーな放射ノマター

ンを尖 JJI. i るために効扶があります。

r;< 1 で代表的な搭載アンテナ説 f を 411 介します一。

この他に判徴のあるアンテナとしては.気象ロケ

:/ I, MT-135 円強イヒプラスチ y ク(ドI{ P) 製ノー
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静止衛星

宇宙科学研究所伊藤富造

先円或る所で人工l~i Jj\からの観測について話を

した II与の I~である。聴衆は1 而科E芋:'(>斗」街|品1発に

ついては 9ffんど千備知識がないと担、われる人々で

あった。話の中には「ヰ Iむから地球を悦る J とい

うサブタイトノレで.抑止気象 !{/.jY から送られて-*

る 1; の山if主についての説明が含まれていた。，溝lvt

が終ってからのmInの'I'に r宇宙に静Iiしてい

るl!IiJj\がなぜ地球に的ちてこないのて'すかu とい

うものがあった。 ISAS ニュースの読者諸氏には

説明するまでもないと思うが.あえて一目付け加

えておくと r 17~ j~.J Wifll とは言っても決して 'j

前 ~IHI に静止しているわけではなし地球の亦道

I: t去を地球的自転倒 JYI と InJ ヒ附期 lで凶 M している

人工 l~i )1\ なのであり.そのため地球 tから見ると

あたかも ，'r~ Iiしているよヲにはえるのである。

こ向調械の後 r ,';)'JlJ Wi ，，'という名刷、は栄し

て適切な表現なのであろうかと考えた。 !k ;ili では

geostallonary または geosynchronous satellite

であり. MI'Lb地球に対して静止した，あるいは

地球と同期した. という;臨床の表現になっている。

直訳すれば. j日l え If地球 I ，;J 却l衛星となるが.ニれ

は t~: f'[I;m としてはともかく一般に佼われる日本的

としてはなじみ錐いo rIii¥-止J という表現は.物

理学的にいえばニれを記述する!学標系を.lJJ.4!しな

ければ:古味がなく， ,\1, IH~i1J.の場合には地球の南

北画i似を結ぶ i白線を回転軸とし 24時JHJ で 1 lui転

する凶転~隙系の上て". rlift止」しているのである。

私が今この丈i'~'を ;I} \-、ている机の上に置かれた l!f

ヰ拘も以 1111 も全< I百l じ~.:1!~て'締Ii♂しているのであって，

実際は l'iJ じ IIiIlJの回リを I'i)械に周囲している。この

ょっにヰえると ;';)1 Ii·.l~j Jj\という名称には全〈オ!円

が無<.適切である筈である。

けれども実際には先に述べたような誤解が生ず

る場合があり得る。{，[Vi ・ Hiの分野に似ったこと

ではなし守門家が一般世間の人々と話をする時

に専門家のHlJでは常識になっている朗話や与え方

を何の説明もなく使っていると. Ill! き下が誤解し

たリ時にはよく意味がi面じなくなってl興味を失っ

てしまうことがある。尖際私自身にも財政・経治

などのJ市を聞いていてそのもEな忠、いをしたことカず

何度かあった。

しかし話をする皮にいちいち卯門別訴に ;1 釈を

Hけるわけにはいかないし.またそうするとかえ

って話が繁雄になり分リ難くなってしまうおそれ

もある.いかに -¥J誌に， しかも内谷の本質を的確

に伝えるかということが重要主ポイントであり工

犬を裂するところなのであろう.

宇H~科学とか宇'iii開発円分野はb':b1iの悶'{'(を貸

すことによって成立っている。それぞれの守門分

野で倒れた成以をあげ. liil 内ばかりでなく間際的

なザ聞の発J民に日献することがわれわれの使命で

あることは言うまでもないが.同時にjム〈一般 iii

民の思解と支持を得るように努めなければならな

いと思う。

この織な;t;!":l床で彩、逮は機会ある毎に一般の万々，

特に来い人々に:十:'itiに対する興味と Illl心を飽いて

もらうよう心働ける必要があるのではなかろうか@

このISAS ニュースむその一端を担うべく編集が

続けられている.

段後に.文干のliil といわれる中|盃lでは 1抑止衛星

のことを何と 111 んでいるのか，御存知の方があっ

たらお教えいただきたし、。(いとう・とみぞう)

/1掘\\ 1'f 日拾い H が続きますが，持さん

V~·~よ訂'~ ';J~っていますか。仙は ビール
\』ーノとニラレパ妙めでスタミナをつけ，

次第に"軌 cなってきた洲野辺で頑張っていま

す。今後も ISASニュースを貧しく。(柳沢)
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